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前回例会報告
第２４２６回例会

２０２０年２月２７日（木） １２：３０～

【例会プログラム】

ロータリーソング ｢われら広島北ロータリー｣

来客紹介

寄付認証披露

会長時間 会長  粟屋充博

幹事報告 副幹事

委員会報告

ニコニコ箱の時間

卓話時間

『“食”を通した第三の居場所づくり』

矢野の家 代表 上 郁子 氏

皆さん､今日は｡お客様におかれましては､ようこそ当ｸﾗﾌﾞにお越し下さいました｡どうぞごゆ

っくりお過ごし下さい｡

さて､今年度当ｸﾗﾌﾞで地区補助金特別ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとして「こども食堂」の支援を実施しまし

たが､今日は卓話者として､支援先の「やの地域・こども食堂」の上郁子さん､辰巳珠美さ

んお二方にお越し頂いています｡上さん､辰巳さん今日は当ｸﾗﾌﾞの例会にお越し下さり､あ

りがとうございます｡

その後我々の寄贈品は役に立っておりますでしょうか？「食を通した第３の居場所作り」､

後程の卓話を楽しみにしています｡よろしくお願い致します｡

さて､昨日会員の皆さんに､今大きな社会問題になっている「新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症への

ｸﾗﾌﾞとしての対応」についてのＦＡＸとﾒｰﾙをお送り致しました｡新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽは感染する

と治療薬がないので対症療法しか出来ないため､自分の免疫でｳｲﾙｽに対する抗体が出

来るまで療養するしかなく､肺炎をおこすと重篤な状況にもなる､やっかいなｳｲﾙｽです｡感

染を加速させないためにここ１～２週間の対応･対処が非常に重要だとの厚労省の発表

がありましたが､昨日夕方広島市も市が主催するｲﾍﾞﾝﾄ開催の可否に関する基本方針

案を提示しました｡それによりますと①重症化しやすい高齢者が参加者の半数以上をしめ

るｲﾍﾞﾝﾄ②多くの人が対面で会話をするｲﾍﾞﾝﾄ③食事が提供されるｲﾍﾞﾝﾄについては中

止・延期とし､その適用期間を明後日２月２９日～３月１５日とする､とのことです｡併せて

民間のｲﾍﾞﾝﾄ開催もこの方針案に準じるよう要請する､との事ですので､当ｸﾗﾌﾞとしても今

後の例会やｸﾗﾌﾞとして予定している行事をどうするか､ｸﾗﾌﾞとしての対応を今日例会後の

臨時理事会で検討致します。

一人一人が感染予防に努める事に加えて新たな感染ｸﾞﾙｰﾌﾟ（ｺﾛﾆｰ）を作らないよう留

意することも重要なことだと思いますので､このことを踏まえて臨時理事会で検討し､検討

結果を皆さんにＦＡＸとﾒｰﾙでお送りしますので､ご理解とご協力をよろしくお願い申し上げ

ます｡

先週２０日の例会は職場訪問例会で､広島ﾃﾚﾋﾞさんの本社を当ｸﾗﾌﾞ会員９２名で訪問

させて頂きました｡今回の職場訪問例会は､職業奉仕小委員会と公共ｲﾒｰｼﾞ小委員会

の合同企画で､｢ｸﾗﾌﾞとﾛｰﾀﾘｰの活動を伝えるためにｸﾗﾌﾞ会員がﾒﾃﾞｨｱと話す機会を作る

こと｣と「ｸﾗﾌﾞとﾛｰﾀﾘｰの公共ｲﾒｰｼﾞの向上のためにﾒﾃﾞｨｱの活用のしかたを学ぶこと」の二

つを目的として実施頂きました｡私自身は広島ﾃﾚﾋﾞさんの新本社ﾋﾞﾙに入ったのは初めて

で、失礼ながらあの大きなﾋﾞﾙが１階から最上階まで全てのﾌﾛｱを広島ﾃﾚﾋﾞさんが所有さ

れていることを初めて知りました｡毎週日曜日の深夜によく見る「進め！ｽﾎﾟー ﾂ元気丸」の

ｽﾀｼﾞｵに案内頂き､ｾｯﾄしてある椅子に島本幹事と並んで座ることができたことにも感動し

ましたが､何より当日の職場訪問例会に９２名もの多くの会員の方々にご参加頂き､卓話

を頂いた広島ﾃﾚﾋﾞ営業部長の倉田さんに､「広島北ＲＣさんは大きなｸﾗﾌﾞなんですね」と

本当に驚いた様子で仰って頂きましたので､当ｸﾗﾌﾞの存在価値はともかくとして､存在感は

感じ取って頂けたのではないかと思います｡

職場訪問例会を企画・実施頂いた岡部理事、本田委員長始め職業奉仕委員会の皆

さんと当日ご参加頂いた会員の皆様に改めてお礼を申し上げまして､会長時間とさせて頂

きます｡

《報告》

*３月２１日(土)に開催予定のｲﾝﾀｰｼﾃｨ･ﾐｰﾃｨﾝｸﾞについて、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症拡大

防止のため、中止となりました。

２０２０年３月５日（木）例会取りやめ
※定款第７条第１節(d)(3)項に基づき

【出席報告】  出席委員会

２０２０年２月２７日（木） 会員総数１０２名

出席 ８５名 欠席 １７名

来賓 ２名   来客 １名

【来客紹介】  親睦委員会

上 郁子 様（卓話来賓）

辰巳 珠美 様（卓話来賓）

久保 弘睦 様（広島陵北）

例会における

新型コロナウイルス拡大防止対策について

■マスク着用の奨励（特に咳やくしゃみ等の症

状のある方は必ずマスクを着用する）

■親睦委員会による出迎えの握手の中止

■例会での「友好の握手」の中止

■体調の優れない方は無理に例会に出席す

ることはお止め下さい。

■例会場入り口にはｱﾙｺｰﾙ消毒液を設置し

ておりますので、ご利用をお願いいたしま

す。

会長時間       会長   粟屋 充博

幹事報告         副幹事  樽本 陽輔
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第１回米山功労者

濵本利寿会員・本田善昭会員・吉永征史会員

第２回米山功労者

坪内昭吉会員・杉町 孝会員・神農洪明会員

第３回米山功労者  水野勝会員・鈴木孝幸会員

第４回米山功労者  土井洋二会員

第６回米山功労者  庄子佳良会員

公共イメージおよび職業奉仕委員会より

*２月２７日の職場訪問例会に関するお礼

『“食”を通した第三の居場所づくり』

矢野の家

代表 上 郁子 氏 様

広島北ＲＣの皆さま、今日

はご招待いただきありがとう

ございました。そして私たち

の「矢野の家」にすてきなプ

レゼントをしていただいたこ

と、本当に感謝しておりま

す。子どもたちも、とてもい

い笑顔で喜んでいます。そ

の写真を今日持ってまいりましたので早速ご覧いただいたらと思い

ます。当日、贈呈式での様子です。子どもたちと一緒に、来たス

ープウォーマーとともに記念撮影をしました。

これが頂いたスープウォーマーで

す。なぜスープウォーマーを頂い

たかといいますと、なにせ矢野の

家は築４０年で本当に寒いので

す。せっかく作った温かい料理も

配膳している間に冷めてしまうと

いう話を聞いていただいて、では

スープウォーマーということでプレ

ゼントしていただきました。このよ

うに、子どもたちがスープウォーマ

ーを囲んで一緒に食事をしてい

ます。おかげさまで温かいスープ

が飲めています。

私たちの「こども食堂」、子どもたちが５０名から多いときには７０名

という、大人数の子どもたちがやってきます。その中には高齢者さ

ん等、地域の方々もおられるのですが、その方々へ一斉にご飯を

炊いて食事を提供しようと思うと、普通の一軒家ですのでブレーカ

ーが落ちてしまうのです。これはいけないということで、そういった話

を聞きつけて、まずはインフラ整備をするほうが先じゃないですかと

いうことで、ありがたいことにブレーカーの工事をして、アンペア工事

までしていただきました。

おかげさまで、こうやって安心してみんながご飯を食べることができ

ています。これが、「ありがとう」というメッセージを込めながら子ども

たちがピースサインしています。

おかげさまでホットプレートを使って、子どもたち自身が調理をする

という経験ができるようになりました。ホットプレート３枚でも大丈夫

で、今回ギョーザを自分たちが作って焼いているという状況です。そ

して焼きそばも、自分たちで一生懸命材料も切って調理をすると

いった体験活動に広がっています。

私たちが実際どんな活動をしているのか、矢野の家ってどういうとこ

ろなのかを皆さんにご紹介したいと思います。先ほど申しましたよう

に、安芸区にある本当に一軒家です。

私が嫁いだ先で、１４年前に母が亡くなったのを機に１０年間、空

き家になっていました。目の前に畑もありましたが、もう荒れ果てた

という状況から、私たちはここに拠点を置いてスタートしたわけで

す。

１０年間も空き家でしたので、家もひどい状況で、一つ一つ手仕

事で自分たちができることから始めました。休みの日を使っての作

業でしたので、どのように片付けが終わるのかなというところでした

が、私たちが拠点を置こうと思った意味が、これまで行ってきた子

☺ニコニコ箱☺    ニコニコ委員会

【会員出宝】
粟屋会員･杉町会員・島本会員・樽本会員・藤原会員

矢野の家 代表 上 郁子 様、辰巳珠美 様、本日は当ク

ラブへようこそお越しくださいました。

粟屋会員･杉町会員・島本会員・樽本会員・藤原会員

先週の職場訪問例会は９２人の参加で驚きました。

担当の中根理事、松田委員長と岡部理事、本田委員長及

び両委員会ﾒﾝﾊﾞｰの皆さま、ありがとうございました。

岡部会員・中尾会員・菅会員・迫会員・佐々木会員・上田

会員・三宅会員・小林孝憲会員・古谷会員 上さん、辰巳さ

ん、今日の卓話よろしくお願いします。

岡部会員・本田会員･高見会員・大之木会員・水野会員・

小河会員 先週開催しました広島ﾃﾚﾋﾞ様での職場訪問例

会には９２名もの多くの皆様に参加頂きました。本例会をきっ

かけに会員の皆様とﾒﾃﾞｨｱの連携が一層深まれば幸いです。

ご協力ありがとうございました。

浦会員 先週の例会では連続出席を表彰いただきありがとう

ございました。こ連続出席が途絶えないようがんばります。

西開地会員 長女が比治山女子高等学校を卒業します。

中学から通い６年間よく頑張ってくれました。これから素敵な女

性に成長してほしいと思います(^^)

重田会員◇ 先週２/１９にお好み焼ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑが開催されま

した。当日、尾木ﾏﾏや有識者を招いて行ったﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮ

ﾝにて、それぞれ専門的な視点から、お好み焼店による子ども

食堂について考えました。広島のお好み焼文化と地域交流の

形について考える良い機会となりました。広島北ＲＣの方にも

たくさんの方にご参加頂き、ありがとうございました。

当日計 ３７,０００円  累計 １,０８２,０００円

★=１０,０００円 ☆=５,０００円 ◆=３,０００円 ◇=２,０００円

委員会報告

卓話時間米山記念奨学会寄付認証披露
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育て支援というのを、独りで孤立させない子育て、母親独りが孤

立しないような、地域みんなが支え合っていけるような子育てにし

たいという思い、そして地域課題を地域の方に知ってもらうきっかけ

になるという思いで、当時は一生懸命片付けておりました。

８６歳の方も看板作り、そして子どもたちも一緒に、できることをや

ってくれています。そして平成２８年８月、半年かかったのですが地

域に向けてお披露目会を開催し、ここをスタートしました。

矢野の家の目指すものです。漠然として、地域に拠点を置いてや

りますよというのではなくて、やはり柱とするものをきちんと置いておこ

うと、私たちは三つを掲げています。

子どもから高齢者まで誰もが来られる地域の家、第三の居場所

です。これは学校でもない、家庭でもない、第三者となる地域の

方々や大人との触れ合いの中での居場所ですね。それは高齢者

さんも一緒ということで、第三の居場所といったことです。人と人と

の支え合い、人とつながるきっかけづくりを、ここでつくっていこうとい

うことです。健康で楽しい暮らしがあることを目指しています。

そして地域の活性化です。子どもたちは、こういった拠点があること

で、笑顔でやってきます。そこを支えてくださるのが地域の方々、私

たち世代であり、それよりももっと上の、人生の先輩の方々。この

方々が一緒に交流することによって相乗効果が生まれ、元気なま

ちづくりになると信じ、地域の活性化ということを目指しております。

地域、子育て、健康づくり、この３本柱がつながり合うことを念頭に

置いて、毎月いろいろな他世代交流のイベント等を行っていま

す。

どんなことをやっているのかです。毎週２回、木曜日と金曜日にオ

ープンスペースとして開放しています。まだまだ残念ながら、ほかの

曜日は、皆、仕事を持っての活動ですので、この２日間に集中し

て頑張って開放しております。毎月、世代に合わせたイベントや他

世代交流のイベントを開催しております。そして広島市の介護予

防拠点となりまして、週に１回の健康体操、月に１回の認知症カ

フェ、そして介護予防教室、大人食堂等を不定期で開催してお

ります。今日も、私たちは来る前に「これから高齢者さんの健康体

操があるので準備をお願いね」と言って若者に託し、地域の方に

託し、出掛けてまいりました。私たちがいなくても、そうやって開放で

きることを本当に感謝しています。

今回ご支援いただきました、月に２回ある矢野地域子ども食堂で

す。私は当初、地域子ども食堂をやろうと思ったときに、広島県か

ら子どもの貧困対策という言葉が先に走って報道されていました

ので、そうではないなという思いがずっとあったのです。子ども食堂

は貧困というように狭めてしまうと、本当に対象となる子どもたちは

誰も来ません。「自分が困っています、誰か」というような子なんて

誰もいないのです。みんな普通に学校に行って、普通に生活して

いる。そんな中でも困っている子、そして、それは私たち世代、子

育てをしているお母さんも、みんな同じだと思うんですね。なので、

あえて「地域・こども食堂」ということで、地域の人も子どもも、みん

なが来られて支え合っていけるような食堂にしたい思いで、このよう

なネーミングにしました。

ここで学習支援というか、宿題のお助けをやっていたのですが、そこ

から発展して今「やのジュク」もやっております。私たち世代にとって

宿題をするというのは当たり前のことだったのですが、実際、地域

子ども食堂に来る子どもたち、初めて宿題を学校に提出したとい

う子がいたのですね。学校から帰って宿題をするということが定着し

ていない。

なぜかというと、きちんと見てくれている保護者の目というか大人の

目がなかったが故に、きちんとできているのか、これが大丈夫なのか、

きちんと出さなきゃいけない、そういったところができていなかったので

す。だけれども、ここに来たときに誰かが見てくれているという安心

感から、きちんと宿題をやりあげ、提出し、その喜びを学校の先生

から連絡いただきました。ここでの活動が子どもたちに変化をもたら

しているよという、うれしい言葉を頂きました。

矢野地域子ども食堂をとおして感じたことです。子どもたちにも本

当に変化が出てきました。地域を知っていく上で、子どもたちの本

当に抱えている、その子の背景であったりとか問題点であったりとい

うことを、しっかり見ることができるようになりました。

なぜ、この子はとても元気なのだけれど、来るたびに問題行動を

学校でも地域でも起こしているのかな、どうしてなのだろうというとこ

ろで、その子と接すると、とても明るくていい子なのですよ。そんなこ

とをするような子ではないのですけれど、その子の背景が、だんだん

回を重ねることによって見えてきました。これは本当に私が目指し

たかった、子どもたちの「本当に助けて」といっているメッセージを、

今、私たちが受け止められているのかなという思いで、その子のお

母さんや学校の先生とも連携しながら、いろいろな諸問題に対し

て対応していっています。

なので、先日も、その子から「ごめんなさい」という手紙がポストに

入っていて、「実は僕はこういうことをしてしまいました。ごめんなさい。

なので、これを返します」とポストに入っていました。そして「何月何

日、頑張っている触れ合い発表会があるので、ぜひ見に来てくださ

い」というお手紙も添えてありましたので、早速、矢野の家のみん

なと見に行ったんですけれど、そういったいろいろな子どもたちの姿

が見られています。

先生方とも連携が、少しずつですが取れていっています。私たちは

会報誌を毎月出していまして、学校で全校生徒の方に配らせて

もらっているのです。そのときに職員室に入るので、校長先生であ

ったり主幹の先生であったり教頭先生であったり、矢野の家での

地域での子どもの様子を私たちは伝えています。学校での様子と

いうのは個人情報的な問題がありますので、なかなか知ることはで

きないのですが、なんとなく私たちの話を受け入れてくださって、「そ

うよね」というかたちで、少しずつですが同じ目線で子どもたちに配

慮していけるようになっています。

お母さんたちにも、地域の高齢者さんにも、地域の居場所ってな

んだろうかというところを理解いただけているように思います。子ども

たちも、この間、社会の勉強、総合的な学習の時間かな、自分

たちのまちをよくする仕組みでどんなところがあるといったところに、う

れしいことに６年生も３年生も、この矢野の家を、地域子ども食

堂を挙げてくれたのです。これは子どもたちにとって、矢野の家の意

味というのが少しずつ浸透していってくれているのだな、地域で困っ

たときに助けてくれる、地域のお母さん、地域のおばあちゃん、地

域のお兄さんがいる場所というように、子どもたちが捉えてくれてい

るのだなと感じました。

そして、地域を越えたつながりで、今回、広島北ＲＣの皆さまにご

支援いただいたのもそうですし、２カ月に１回、不定期で社会福祉

法人の方、シェフの方がご厚意で来ていただいて、子どもたちにお

いしい料理を提供してくださっています。そういったつながりができて、

子どもたちは「矢野の家はご飯が食べられる児童館みたい」という

ように言ってくれています。

拙い話で報告のようなかたちになってしまったんですが、矢野の家

の活動をとおして、たくさんの方々と出会いました。高齢者さん、

「まさか、この年になってできることが、思わんかった。ありがとうとば

かり言う自分だったけれど、ここに来て子どもたちや若い世代にあり

がとうと言ってもらったことで、本当に自分がここにいてよかったんだ、

自分にもできることがあった。頑張りたいという思いにつながった」と

いう高齢者さんの声もありました。これからも、こういった居場所、

誰にとっても安心して来られるような居場所をつくっていきたいと思

っております。今日はどうもありがとうございました。


